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大会運営システムとは

参加申込みから参加費の支払、組み合わせ作成から結
果掲載まで、すべてが自動で一元化されているシステ
ムです。

２



1. 目指す形

③練習頻度が増加し、
卓球場が潤う

④大会開催の増加

卓球メーカー売り上げ増

①プレイヤーに
ランキングが付く

大会運営
システム
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②卓球用品の仕入れが増
加し、卓球用品店が潤う

卓球する喜び、勝てる喜びの好循環

賞品の提供
（試打会など宣伝が可能）

賞金付大会の開催

向上心UP！！
練習量の増加！！

用具の消耗！！



2. 大会運営者のメリット【大会前】

・申込み（ＦＡＸ/往復ハガキ）
・入金と申込者の照合

・キャンセル手続き

・（組み合わせ会議）

・プログラム印刷/製本/運搬
※組み合わせは自動作成されますが、手動による作成も可能です。
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雑務からの
解放！！



3. 大会運営者のメリット【大会当日】

・本部での現金受け渡し不要（本部の蜜も避けられる）

・試合結果は参加選手が入力

・リーグ戦の勝敗/勝率計算が自動（順位については手動）
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4-1.作成可能な試合形式

• リーグ戦

• トーナメント

• 複数の予選リーグから複数の順位リーグ

• 複数の予選リーグから決勝トーナメント

• スリーダブルス団体戦（ダブルス、ダブルス、ダブルス）※シングルスも可

※トーナメントは、512名まで作成可能



4-2.試合形式（リーグ戦）



4-3.試合形式（トーナメント）



4-4.試合形式（複数の予選リーグから決勝リーグ）



4-5.試合形式
（複数の予選リーグから決勝トーナメント）



5-1. システム導入のメリット【システム利用料】
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• 参加費の15％のみ（参考：他社は30％）

※初期費用/システム利用料（年間）は、無料とさせていただきます。

初期費用 システム利用料（年間） 大会毎利用料

30，000円 20，000円 参加費の15％

0円 0円 参加費の15％



5-2. 参加料15％の使途

７

･システムの維持管理費

・キャンセル時の手数料

・賞金付き大会の賞金に充当



6-1. 参加選手にとってのメリット

・大会直前まで申し込み可能

・大会の記録がWeb上で閲覧することが可能

・向上心ＵＰ

※卓球関係者以外の方が見ても楽しめる（保護者等）
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6-2.参加者の皆さんがすることとは

９

参加者の皆さんがすることは、試合結果をスマフォ等に入力するのみ

です。紙を使いませんので、試合の結果を鉛筆で紙に記録しません。

また、本部への提出も不要です。

あとは、スマフォ等で自分の試合の組み合わせを確認し、試

合になればコートに入り、今までとおり試合をするだけです。



6-3. 参照：試合結果入力画面
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7.使い方色々

１．ＷＥＢ申し込みのみ利用（レーティングポイントは付きません）

２．ＷＥＢ申し込み＋組み合わせの自動作成まで利用

（レーティングポイントは付きません）

３．ＷＥＢ申し込み＋組み合わせの自動作成＋ＷＥＢ入力（本部）

４．ＷＥＢ申し込み＋組み合わせの自動作成＋ＷＥＢ入力（選手）完全版

※結果をWEB入力すれば、レーティングポイント（ランキング）は、付与されます。

※組み合わせの自動作成は、リーグ戦のみ（組み合わせ会議において、手動修正可能）



8. ユーザー数推移
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9.今後について

・随時大会を開催しユーザー数/参加者を増やしていく

・大会は、メーカー様ご協力のもと開催していく

（ニッタク、VICTAS、アンドロ、ミズノ、スティガ、ＪＵＩＣ等）

・大会運営者を増やしていく

・将来的には賞金付きでプロ選手参加の大会を開催していく

・ＷＥＢ雑誌（Rallys）への掲載 など



13

10.今後のシステム改善について

・利便性向上のため、利用者様の声を聞き

随時システムを更新しています。



＜補足1＞大会運営システム

選手自身が試合結果をスマートフォン等に入力するシステム。

ペーパレスな環境配慮型の運営が可能で、記録用紙を本部席に提出しなくて済むため本部

席での蜜を避けることも可能なシステムです。

また、試合の勝敗データを基にプレーヤーの「強さ」を数値化（レーティングポイント

）し記録するシステムで、強さを数値化することで、プレーヤー１人ひとりの実力や全体

の中での順位がわかり、過去の対戦履歴などもデータとして記録されていますので、選手

のモチベーションを擽ります。

その他、大会運営者にとっては、運営の効率化、省力化などメリットが多くあります。



＜補足2＞ガイドライン

日本卓球協会における新型コロナウイルス感染症対策
（2021 年 3 月 15 日版）

２．卓球競技大会開催時の感染防止策について（主催者）

（２）当日の参加受付時の留意事項

⑥インターネットやスマートフォンを使った電子的な受付の一層の
普及を図り、受付場所での書面の記入や現金の授受等をできる限り
避けるようにすること。



参考：ランキング表示



参考：ランキング・データ（詳細）



テスト大会導入手順

大会運営者 ＬａｂｏＬｉｖｅ

＜運営者役割＞ ＜LaboLive役割＞

１．大会運営者側の担当者を選出 １．担当者へのテスト大会開催要領などの説明

２．テスト大会の開催準備 ２．大会要項や組み合せ作成など、システムの使い方の説明

日時/場所の設定（予約） ３．テスト大会への同行

募集人数の決定 ４．アンケートの実施

必要に応じて大会情報等に掲載



利用実績

健常者/障害者男女混合大会開催（2022.7.2）

日本卓球協会
日本卓球リーグ実業団連盟
日本学生卓球連盟
関東学生卓球連盟
関東高等学校
ミズノ株式会社
日本肢体不自由者卓球協会
卓トレ 他



ありがとうございました！！

＜問い合わせ先＞pptanashi@gmail.com


